
 
 
 
 

 

■ 日本の伝統芸能を世界にＰＲ ■ 

文化会能楽部が上海万博で公演 
 
関西大学文化会能楽部が、９月１４日（火）、上海国際博覧会（以下：上海万博）日本館イベントステ

ージで開催される日本文化交流祭で能楽を披露します。 
 
日本文化交流祭は、日中交流の歴史的意味を広く世界に伝え、日本文化への興味や親しみを持っても

らうために、日本の古典芸能や現在の大衆文化などの公演を行う大阪ユネスコ協会主催のイベントです。    
能楽部は、そのイベントの参加団体として応募し、上海万博での公演の機会を得ました。 
 

 今回、日本文化交流祭に参加する能楽部主将の徳永実季子さん 
は、「日頃の練習の成果を上海万博という国際的な舞台で披露でき 
ることが嬉しいです。学生による舞台ではありますが、本格的な 
演舞を披露し、日本文化を感じ取ってもらえるような世界感を表現 
したいと思っています。」と大舞台での公演を前に、緊張気味なが 
ら意気込みを語ってくれました。 
能楽部の一行は、９月１２日に関西国際空港から中国・上海に出 

発します。 
記 

１ 名 称   上海万博「大阪ユネスコ協会日本文化交流祭」  
２ 日 時   ２０１０年９日１４日（火）１６：００～２０：２０ 

３ 場 所   中国・上海国際博覧会場 日本館イベントステージ 
４ 参加者   文学部３年次生 徳永 実季子、文学部３年次生 西口 唯 

文学部３年次生 窪田 真子 
５ 演 目     仕舞 「猩猩（しょうじょう）」他 

※猩猩とは、中国に由来するお酒好きの妖精 
 

 
 

 

文化会能楽部について  部員数：１０名 設立年：１９２３年（大正１2年） 

プロの能楽師・狂言師の先生方に習いながら活動。１２月１２日（日）に行われる自演会「関大能」は 
稽古の成果を発揮する発表会であり、能・狂言・舞囃子・仕舞・連吟・素謡・独鼓などを披露します。 
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能楽部の活動の様子 


